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卵子及び卵母細胞におけるリプログラミング機構
卵子は精子との受精後初期胚を形成し、胚発生が進行する。正常な初期胚発生の過程において、生殖細胞で
発現が抑制されていた胚性の遺伝子が次々に活性化される。一方、分化した細胞を卵子に移植して作られる
核移植胚の場合も同様の変化が誘導され、体細胞から胚性遺伝子が発現する。これらの転写プログラムの初
期化（リプログラミング）は胚の正常な発生のために不可欠なものである。リプログラミングに関与する因子
は卵子形成過程で卵内に蓄えられ、特に、アフリカツメガエル卵母細胞の核である卵核胞内に蓄積されてい
ると考えられている。卵核胞に存在する母性リプログラミング因子を同定しその作用機構を解明するため、我
々はカエル卵母細胞を用いた核移植法を開発した。カエル卵母細胞への核移植の実験系を利用して、リプロ
グラミングに関与する母性因子を同定し1,2、転写のリプログラミングが起こるまでに順序だって誘導される
リプログラミング機構を明らかにした3。さらに、ATAC-seq (Assay for Transposon-Accessible Chro-
matin Sequencing)を応用してリプログラミングに伴うオープンクロマチン領域の変化を明らかにし、オー
プンクロマチンが転写のリプログラミングに与える影響を調べた。本セミナーでは卵母細胞内因子が転写の
リプログラミングを誘導するメカニズムについて考察するとともに、母性リプログラミング因子の胚発生にお
ける役割についても述べる。
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